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一
玉
あ
た
り
過
去
最
高
値

「弘果友の会」設立総会の様子

　

分
野
や
業
種
を
超
え
た
地

域
企
業
が
集
ま
り
、
弘
果
及

び
津
軽
り
ん
ご
市
場
の
出
荷

登
録
番
号
票
カ
ー
ド
を
所
持

し
て
い
る
方
を
対
象
に
、
商

品
の
割
引
等
の
独
自
の
サ
ー

ビ
ス
を
伴
う
業
務
を
行
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
結
成
さ
れ

た
「
弘
果
友
の
会
」
が
５
月

31
日
、
弘
前
市
の
ア
ー
ト
ホ

テ
ル
弘
前
シ
テ
ィ
に
於
い
て

設
立
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。　

　

同
会
の
設
立
に
は
14
の
地

域
企
業
が
参
加
。
関
係
者
約

30
名
が
出
席
し
た
総
会
で

は
、当
社
大
中
忠
社
長
が「
初

め
て
の
試
み
と
な
る
こ
の
事

業
が
、
生
産
者
と
参
加
企
業

の
双
方
が
実
質
的
な
メ
リ
ッ

ト
を
享
受
し
た
『
ｗ
ｉ
ｎ
―

ｗ
ｉ
ｎ
（
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
）

の
関
係
』
を
構
築
す
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
」
と
挨
拶
、

そ
の
後
、事
業
計
画
が
審
議
・

承
認
さ
れ
、
初
代
会
長
に
株

式
会
社
工
藤
酸
素
店
の
工
藤

良
一
代
表
取
締
役
が
就
任
し

ま
し
た
。

参
加
企
業（
14
社
）

万
円

「
弘
果
友
の
会
」
設
立
総
会

　

各
社
が
提
供
す

る
サ
ー
ビ
ス
等
に

つ
い
て
の
情
報

は
、
６
月
か
ら
当

社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
し
て
お

り
、
当
紙
（
ひ
ろ

か
だ
よ
り
）
で
は

７
月
号
か
ら
特
集

ペ
ー
ジ
を
設
け
て

掲
載
し
て
い
き
ま

す
。

☆
（
有
）
外
川
農
機
商
会

☆
い
す
ゞ
自
動
車
東
北（
株
）

�

弘
前
支
店

☆
（
株
）
工
藤
酸
素
店

☆
（
株
）
佐
藤
長

☆
（
株
）
オ
ー
ト
コ
ム

　

オ
ー
ト
バ
ッ
ク
ス
弘
前
東
店

☆
（
株
）
小
林
紙
工

☆
（
株
）
栄
研　

在
宅
事
業
課

☆
あ
お
ば
登
記
・
法
務
事
務
所

☆
（
株
）
ム
ジ
コ
ク
リ
エ
イ
ト

弘
前
モ
ー
タ
ー
ス
ク
ー
ル

☆
（
有
）
く
ま
ば
ん

☆
エ
ス
テ
サ
ロ
ン

　
　
　
　

Ri
と
Bi
の
た
ま
ご

☆
（
有
）
ア
サ
ヒ
印
刷

☆
（
株
）
日
本
チ
ケ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　

ア
ネ
ッ
ク
ス

☆
カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン

　
　
　
　
　
　
　

デ
ュ
ボ
ワ

津軽りんご市場
對馬智範取締役

　

弘
果
弘
前
中
央
青
果

（
株
）（
第
47
期
）、（
株
）

弘
前
水
産
地
方
卸
売
市

場
（
第
29
期
）、（
株
）

弘
果
物
流
（
第
28
期
）、

（
株
）
津
軽
り
ん
ご
市

場
（
第
25
期
）、（
株
）

弘
前
花
き
（
第
18
期
）、

弘
果
総
合
研
究
開
発

（
株
）（
第
14
期
）
の
６

社
合
同
に
よ
る
株
主
総

会
が
５
月
29
日
、
弘
前

市
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
キ

ャ
ッ
ス
ル
に
於
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
各
社
と

も
全
て
の
議
案
に
つ
い

て
満
場
異
議
な
く
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

津軽りんご市場
齋藤嘉章取締役

弘前水産地方卸売市場

沢田正樹取締役
弘前花き

橋本芳昭取締役

　

弘
果
、
津
軽
り
ん
ご

市
場
、
弘
前
水
産
地
方

卸
売
市
場
で
は
任
期
満

了
に
伴
う
役
員
改
選
が

行
わ
れ
、
津
軽
り
ん
ご

市
場
で
は
、
進
藤
政
光
取
締

役
退
任
に
伴
い
、
對
馬
智
範

氏
、
齋
藤
嘉
章
氏
が
新
取
締

役
に
就
任
。
弘
前
水
産
地
方

卸
売
市
場
で
は
、
斎
藤
鐵
己

取
締
役
退
任
に
伴
い
、
沢
田

正
樹
氏
が
新
取
締
役
に
就

任
。
各
社
の
現
取
締
役
、
監

査
役
は
再
任
と
な
り
ま
し

た
。

　

弘
前
花
き
で
は
、
遠
藤
勇

二
取
締
役
退
任
に
伴
い
、
橋

本
芳
昭
氏
が
新
取
締
役
に
就

任
し
ま
し
た
。

ア
ム
さ
ん
メ
ロ
ン
初
競
り

10

弘果グループ６社合同

定時株主総会

黒星病注意報発令
被 害 葉・ 被 害 果 の 摘 み 取 り
及 び 適 切 な 処 分 を 行 い
薬 剤 散 布 を 徹 底 し ま し ょ う！
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津
軽
地
域
で
は
、
黒

星
病
の
発
生
が
広
く
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

青
森
県
産
業
技
術

セ
ン
タ
ー
り
ん
ご
研
究

所
の
圃
場
で
は
、
４
月

７
日
か
ら
黒
星
病
子
の

う
胞
子
飛
散
が
確
認
さ

れ
、
同
月
24
日
、
25
日

に
飛
散
の
ピ
ー
ク
を
迎

え
、
そ
の
後
は
降
雨
の

度
に
飛
散
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

今
後
の
対
策
と
し

て
、
菌
密
度
が
高
く
、

被
害
葉
・
被
害
果
（
ツ

ル
）
か
ら
の
分
生
子
は

飛
散
量
が
多
い
と
考
え

ら
れ
る
た
め
、
薬
剤
散

布
の
徹
底
と
、
実
す
ぐ

り
と
同
時
に
樹
上
の
被

害
葉
・
被
害
果
（
ツ
ル
）

も
一
緒
に
摘
み
取
り
、

土
中
に
埋
め
る
等
、
適

切
に
処
分
し
、
感
染
源

を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

情報提供元：青森県農業情報サービスネットワーク「ＡＰＰＬＥ　ＮＥＴ」
調 査 場 所： 青 森 県 産 業 技 術 セ ン タ ー り ん ご 研 究 所 圃 場

1 玉あたり過去最高値を付けた「アムさん」

　

当
社
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン

ド
「
つ
が
り
あ
ん
」
メ
ロ
ン

「
ア
ム
さ
ん
」
の
初
競
り
が

６
月
８
日
、
当
社
第
１
卸
売

場
に
於
い
て
行
わ
れ
、
秀
品

１
箱
（
２
玉
入
り
）
に
20
万

円
の
値
が
付
き
、
１
玉
あ
た

り
の
過
去
最
高
値
を
記
録
、

会
場
が
ど
よ
め
き
、
歓
喜
に

沸
い
て
い
ま
し
た
。

　

同
日
は
五
所
川
原
市
の
阿

部
祐
一
さ
ん
、
中
泊
町
の
松

橋
尚
子
さ
ん
が
、
つ
が
る
市

木
造
地
区
の
ハ
ウ
ス
で
温
泉

熱
を
利
用
し
て
栽
培
し
た
計

48
ケ
ー
ス
（
２
５
３
㌔
）
が

上
場
さ
れ
ま
し
た
。
阿
部
さ

ん
に
よ
る
と
、
今
年
は
昨
年

と
比
べ
２
日
早
い
定
植
と
な

り
ま
し
た
が
、
生
育
期
の
日

照
不
足
等
、
天
候
の
影
響
で

玉
伸
び
が
進
ま
ず
、
全
体
的

に
小
玉
傾
向
で
す

が
、
栽
培
管
理
を
徹

底
し
た
こ
と
で
、
糖

度
が
高
く
、
食
味
、

品
質
良
く
仕
上
が
っ

た
と
の
事
で
し
た
。

　

午
前
７
時
か
ら
青

森
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ロ

ン
生
産
連
絡
協
議
会

木
村
文
信
会
長
の
挨

拶
が
行
わ
れ
、
そ
の

後
競
売
に
入
り
、
買

参
人
が
次
々
と
競
り

落
と
し
ま
し
た
。
１

㌔
当
た
り
の
平
均
単

価
は
、
小
玉
傾
向

で
小
箱
が
多
い
な
が
ら
も

４
８
４
６
円
と
堅
調
な
取
引

と
な
り
ま
し
た
。

　

当
社
果
実
担
当
者
は
今
年

の
初
競
り
に
つ
い
て
「
美
味

し
く
て
高
品
質
な
『
ア
ム
さ

ん
』
メ
ロ
ン
の
ブ
ラ
ン
ド
が

浸
透
し
、
引
き
合
い
が
強
い

こ
と
が
今
日
の
取
引
に
反
映

さ
れ
た
」
と
総
括
し
、
１
玉

あ
た
り
過
去
最
高
値
で
取
引

さ
れ
た
こ
と
に
阿
部
さ
ん
は

「
ア
ム
さ
ん
メ
ロ
ン
の
栽
培

を
始
め
て
10
年
、
長
年
の
仕

事
を
評
価
し
て
い
た
だ
い
た

結
果
と
受
け
止
め
感
謝
し
て

い
ま
す
」
と
感
慨
深
く
話
し

て
い
ま
し
た
。

　
「
ア
ム
さ
ん
」
は
７
月
上

旬
に
出
荷
の
ピ
ー
ク
を
迎
え

ま
す
。

弘
果
友
の
会

QR
コ
ー
ド



ひ ろ か だ よ り （2）

村
山　

誠
也
さ
ん
（
35
）

せ
い　

や

設立 30 周年を迎えて大中廣社長が挨拶

家
業
で
あ
る
「
農
業
」
に
希
望
を
見
出
し
、
夢
に
向
け

努
力
す
る
期
待
の
後
継
者
を
紹
介
し
ま
す
。

【
家
族
構
成
】
両
親
、
妻
、

子
供
１
人
、
祖
母
の
６
人
家

族【住
所
】　

板
柳
町
狐
森

【
作
付
状
況
】
り
ん
ご
1.1
㌶

【
就
農
年
】
２
０
１
４
年

【
き
っ
か
け
】
り
ん
ご
園
地

を
遊
び
場
と
し
て
育
ち
、
将

来
の
進
路
を
考
え
る
際
は
り

ん
ご
農
家
に
興
味
が
あ
り
ま

し
た
が
、
高
校
卒
業
後
は
営

業
職
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
し

て
働
き
、
農
繁
期
に
家
業
の

手
伝
い
を
し
て
い
ま
し
た
。

あ
る
時
、
地
域
の
り
ん
ご
農

家
の
先
輩
方
と
話
を
す
る
機

会
が
あ
り
、
仕
事
に
懸
け
る

思
い
に
感
銘
を
受
け
「
園
地

を
守
り
、
家
業
を
継
ぐ
」
と

い
う
意
識
が
芽
生
え
、
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
を
続
け
る
か
葛
藤

し
ま
し
た
が
決
心
し
、
本
格

的
に
就
農
し
ま
し
た
。

【
現
在
】
青
森
県
り
ん
ご
協

会
の
基
幹
青
年
と
し
て
の
研

修
や
津
軽
り
ん
ご
市
場
連
絡

協
議
会
青
年
部
で
の
活
動

で
、
地
域
、
世
代
を
超
え
た

仲
間
が
増
え
ま
し
た
。
仲
間

が
い
る
こ
と
で
良
い
刺
激
と

な
り
、
日
々
の
仕
事
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
高
さ
に
も
繋

が
っ
て
い
ま
す
。

【
夢
・
展
望
】「
家
族
経
営
」

で
き
る
現
在
の
規
模
を
し
っ

か
り
守
り
、
品
質
の
良
い
り

ん
ご
を
生
産
し
て
い
く
。

【
座
右
の
銘
】「
為
せ
ば
成
る
」

物
事
は
や
ら
な
け
れ
ば
何
も

始
ま
ら
な
い
の
で
、
先
ず
は

始
め
て
み
る
こ
と
、
そ
し
て

「
や
れ
ば
出
来
る
」
気
持
ち

を
持
っ
て
、
仕
事
、
そ
し
て

人
生
に
取
り
組
み
た
い
。

　

弘
果
グ
ル
ー
プ

の
株
式
会
社
ス 

コ
ー
レ
（
大
中
廣

代
表
取
締
役
社

長
）
が
設
立
30
周

年
を
迎
え
６
月
２

日
、
弘
前
市
の
ラ

グ
リ
ー
に
於
い
て

　

青
森
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ロ
ン

生
産
連
絡
協
議
会
（
木
村
文

信
会
長
）
と
当
社
で
は
５
月

29
日
、
五
所
川
原
農
林
高
校

生
物
生
産
科
1
年
生
35
名
を

対
象
に
、
つ
が
り
あ
ん
メ
ロ

ン
「
ハ
ニ
ー
ゴ
ー
ル
デ
ン
」

の
苗
１
５
０
本
の
定
植
を

　

夏
秋
い
ち
ご
「
森
の
ひ
か

り
」
は
、果
実
の
形
が
良
く
、

鮮
や
か
で
美
し
い
紅
色
が
特

徴
で
す
。

　

同
品
種
収
穫
の
本
格
化
に

向
け
５
月
29
日
、「
弘
果
い

ち
ご
栽
培
研
究
会
」（
齋
藤

良
彦
会
長
）
主
催
の
目
揃
え

会
が
当
社
に
於
い
て
行
わ

れ
、
生
産
者
約
20
名
が
出
荷

の
目
安
と
な
る
、
色
、
大
き

さ
、形
状
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

齋
藤
会
長
は
「
夏
秋
い
ち

ご
は
他
の
施
設
園
芸
と
比
較

し
て
初
期
投
資
が
掛
か
ら

ず
、
気
候
的
に
も
北
国
で
の

栽
培
に
向
い
て
い
ま
す
。
特

に
『
森
の
ひ
か
り
』
は
高
品

質
で
将
来
性
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
、
今
後
生
産

量
を
増
や
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
森
の
ひ
か
り
」
に
つ
い

て
、
栽
培
か
ら
販
売
ま
で
の

お
問
い
合
わ
せ
は
、
当
社
農

産
指
導
課
及
び
果
実
部
ま
で

お
願
い
い
た
し
ま
す
。　

　

当
社
で
は
5
月
21
日
、

「
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
森
の
バ
ナ

ナ
」
寄
付
金
贈
呈
式
を
行

い
、
29
年
度
販
売
分
よ
り

29
万
４
８
５
２
円
を
、
白
神

　

当
社
農
産
指
導
課
で
は
６

月
８
日
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ

ン
ド
「
つ
が
り
あ
ん
」
シ
ャ

イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
の
栽
培
技

術
向
上
を
目
的
と
し
て
、
弘

前
市
独
狐
の
五
十
嵐
昭
義
氏

ハ
ウ
ス
に
て
講
習
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

生
産
者
約
50
名
が

参
加
し
た
講
習
会
で

は
、
芽
欠
き
、
摘
芯
、

花
穂
整
形
や
無
核
化

処
理
（
種
抜
き
）
の

ポ
イ
ン
ト
が
説
明
さ

れ
、
参
加
者
は
栽
培

技
術
向
上
に
向
け
熱

心
に
学
ん
で
い
ま
し

た
。

夏
秋
い
ち
ご
「
森
の
ひ
か
り
」
目
揃
え
会

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
栽
培
講
習
会

「
森
の
バ
ナ
ナ
」売
上
の
一
部
を
寄
付

　

当
社
で
は
、
シ
ャ
イ
ン
マ

ス
カ
ッ
ト
の
栽
培
者
を
募
集

栽
培
者
募
集

丁寧に定植を行う生徒達
行
い
ま
し
た
。 

　

同
協
議
会
の

後
継
者
育
成
事

業
の
一
環
と
し

て
今
年
で
13
年

目
を
迎
え
た
メ

ロ
ン
栽
培
実
習

は
、
同
校
の
園

地
（
約
５
ア
ー

ル
）で
行
わ
れ
、

生
徒
は
当
社
農

産
指
導
課
の
指

導
を
受
け
、
定

植
に
臨
み
ま
し
た
。

　

農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
で
覆

わ
れ
た
土
に
穴
を
開
け
る

と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
実

習
で
は
、
生
徒
達
が
役
割

分
担
を
し
、
ぎ
こ
ち
な
い

手
つ
き
な
が
ら
も
、
一
生

懸
命
励
ん
で
い
ま
し
た
。

　

実
習
を
終
え
青
山
聖
奈

味
し
い
メ
ロ
ン
を
収
穫
し
た

い
」
と
話
し
、
家
業
が
メ
ロ

ン
農
家
の
柴
谷
星
南
（
せ
い

な
）
さ
ん
は
「
家
業
へ
の
理

解
を
深
め
る
良
い
き
っ
か
け

記
念
パ
ー
テ
ィ
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

同
社
は
不
動
産
賃
貸
事
業

を
中
心
に
、
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ

ン
ト
事
業
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
事
業
、
飲
食
業
を
展
開
、

２
０
０
８
年
に
弘
果
が
株
式

の
50
％
を
取
得
し
、
グ
ル
ー

と
な
り
ま
し
た
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

生
徒
達
は
今
後
、
栽
培
、

収
穫
、
出
荷
と
一
連
の
流
れ

を
実
習
す
る
予
定
で
す
。

山
地
財
団
（
渋
谷
拓
弥
理
事

長
）
に
寄
付
し
ま
し
た
。

　
「
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
森
の
バ

ナ
ナ
」
は
、
平
成
19
年
11
月

よ
り
世
界
自
然
遺
産
白
神
山

地
の
環
境
保
全
活
動
に
役
立

出荷の目安を確認する生産者

プ
の
一
員
と
な
り
ま
し

た
。

　

関
係
者
約
80
名
が
出

席
し
た
パ
ー
テ
ィ
で

は
、
同
社
の
あ
ゆ
み
を

映
像
で
振
り
返
り
、
大

中
廣
社
長
が
「
事
業
を

通
し
て
、
生
ま
れ
育
っ

た
地
域
社
会
へ
の
貢

献
、
そ
し
て
更
な
る
飛

躍
を
目
指
し
て
い
き
た

い
」
と
力
強
く
挨
拶
、

会
場
は
祝
賀
ム
ー
ド
に

包
ま
れ
、
節
目
の
年
を

祝
い
ま
し
た
。

設
立
30
周
年
の
節
目
祝
う

て
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
か

ら
、
青
森
県
全
域
と
秋
田
県

の
一
部
で
販
売
し
て
お
り
、

売
上
金
額
の
一
部
（
１
パ
ッ

ク
１
円
）
を
寄
付
し
て
い
ま

す
。

　

同
日
は
渋
谷
理
事
長
に
、

青
果
部
門
担
当
役
員
の
八
木

橋
宏
弥
常
務
が
寄
付
金
目
録

し
て
お
り
ま
す
。

　

栽
培
に
つ
い
て
、
新
規
栽

培
者
に
も
取
り
組
み
易
く
、

雨
除
け
栽
培
や
、
水
稲
育
苗

ハ
ウ
ス
等
を
有
効
活
用
で
き

る
利
点
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

当
社
で
年
に
数
回
、
高
品
質

生
産
を
目
指
し
た
栽
培
講
習

会
や
出
荷
目
揃
え
会
を
行
う

等
、
栽
培
か
ら
販
売
ま
で
丁

寧
に
指
導
し
て
い
ま
す
。

　

栽
培
を
希
望
す
る
方
は
、

当
社
農
産
指
導
課
、
ま
た
は

果
実
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

を
手
渡
し
ま
し
た
。

渋
谷
理
事
長
は
「
今

年
で
白
神
山
地
が
世

界
自
然
遺
産
登
録
25

周
年
を
迎
え
る
の

で
、
も
っ
と
白
神
山

地
の
事
を
知
っ
て
も

ら
え
る
様
、
記
念
事

業
等
に
役
立
て
た

い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

講師の実演から熱心に学ぶ参加者

メロン栽培後継者育成事業

「農」の「業」を継ぐ
期待の後継者

わ

ざ

の

う

木
造
集
荷
所
（
南
広
森
）

【
営
業
開
始
】
６
月
24
日
（
日
）
～

【
電
話
】
０
１
７
３
（
26
）
３
８
８
０

【
営
業
時
間
】
午
前
８
時
～
午
後
５
時

【
野
菜
・
果
実
ト
レ
サ
ビ
受
付
】

６
月
25
日
（
月
）
28
日
（
木
）

【
受
付
時
間
】
午
前
11
時
～
午
後
３
時
30
分

菰
槌
集
荷
所

【
営
業
開
始
】
７
月
１
日
（
日
）
～

【
電
話
】
０
１
７
３
（
45
）
３
４
６
０

【
営
業
時
間
】
午
前
８
時
～
午
後
５
時

【
野
菜
・
果
実
ト
レ
サ
ビ
受
付
】

７
月
２
日
（
月
）
５
日
（
木
）
９
日
（
月
）

12
日
（
木
） 

17
日
（
火
）

【
受
付
時
間
】
午
前
11
時
～
午
後
３
時
30
分

７
月
３
日
（
火
）
午
前
11
時
か
ら　

菰
槌
集
荷
所
に
て
開
催
！

皆
様
の
ご
来
場
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

生
産
者
憩
い
の
集
い

開
催
の
お
知
ら
せ

弘
果
木
造
地
区
集
荷
所

オ
ー
プ
ン
の
お
知
ら
せ

（
せ
い
な
）
さ
ん
は
「
苗
の

向
き
に
気
を
付
け
丁
寧
に
定

植
し
た
つ
も
り
で
し
た
が
、

『
深
植
え
』
が
目
立
つ
と
の

指
摘
を
受
け
、
作
業
の
コ
ツ

や
奥
深
さ
を
再
認
識
し
ま
し

た
。
今
後
の
栽
培
管
理
を
き

ち
ん
と
行
い
、
高
品
質
で
美

五 農 生

定 植
ハニーゴールデン


